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1.はじめに 

(1)背景 

 現在の農村では社会変化が生じた際、旧来のインフラ設備をそのまま、その変化に

応じて運用している。しかしながら、その都度自然と社会の変化に応じて運用する際には

不整合が生じる。例えば農林水産省の報告では担い手への農地集積率が増加傾向で推移し

ており(農林水産省,2024)、それに伴って水の需要構造も変化する(農林水産省,2013)なか

で、従来の農業用水路の運用は見直す必要がある(矢挽ら,2019）。 

社会変化が既存水路の利用体制に影響した例として、栗山・田畑(1987)は農業用水路が

都市排水路に変化した、すなわち農業用水を流す以外の役割へ繋がった大丸用水の事例に

言及している。都市排水路以外の変化事例として、本研究では農業用水路が河川に指定さ

れた事例について分析を試みた。 

(2)調査対象地 

 農業用水路が河川に指定された事例と

して、本研究では愛知県の木津用水を対

象とした。図１の通り、木曽川から取水さ

れ、宮田用水との共有区間、木津用水(用

水路専有区間)、合瀬川との共有区間、合

瀬川(河川専有区間)となる。 

(3)目的 

 以上を踏まえ、木津用水が「河川指定さ

れた背景」と、河川指定が「現在の運用に    図１：木津用水の概要 

どのような影響を与えたのか」を明らかに 

することを本研究の目的とした、「木津用水の河川指定は農業独占から公共的配分への

転換点になった」という仮説を立てて分析した。 

 

2.方法 

木津用水史をはじめ木津用水に関する文献調査を行った。運用体制の変化に関して「周

辺での水利用の変遷」、「広域的な水資源管理の必要性」、「管理体制の変化」の３点につい

て周辺の農業用水路との比較を通じて検討した。 
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3.結果・考察 

(1)周辺での水利用の変遷 

宮田用水では地区内開水路の排水システムが反復利用水で成り立っていたことから、

パイプライン化後は反復利用が困難なため、水収支が不足状態になった(鈴木,1992)。

従って、管路化以後は水収支管理及びインフラ特性によって水利用の固定化が進み、

農業利用の独占性が強化したと考えられる。逆に言えば、木津用水では開水路として

存続した結果、灌漑に限定されない多目的な水利用へ展開し得たと考えられる。 

実際に、河川指定の前後で受益地では農用地の減少と都市化の進展が生じ、利用主

体が多角化していた。一般に河川水利権の利害調整では農業用水に対して都市上水道

が有利であることを踏まえると、河川指定に伴う水利権再調整は利用主体の多角化に

対応していると考えられる。 

(2)広域的な水資源管理の必要性 

新木津用水は合瀬川から分岐する農業用水路である。同一の水系に属する河川と交

差する際、合瀬川は五条川と平面交差するのに対し、新木津用水は大山川と逆サイホ

ンを用いて立体交差する。すなわち、流量が物理的に変化し得る構造を有する合瀬川

に比べて新木津用水は治水よりも送水を優先した構造だと位置付けられる。 

一方で合瀬川が下流端で合流する新川では、明治以降、支川流域は工場進出を契機

に都市化して出水ピークが先鋭化し、(中略)支川洪水を円滑に放出するという役割が

求められた(岩屋,2002)。合瀬川は新川と同時に河川指定されたことを踏まえると、連

続する洪水放流河川の一元管理を図ったことが、河川指定の背景として考えられる。 

(3)管理体制の変化 

 管路化後の宮田用水では、実質的な水管理は水利施設の維持管理に責任を持つ土地

改良事務局が行なった(伊藤,1989)。すなわち管路化により土地改良区の管理体制が強

化され、木津用水が河川指定により行政管理となったことと対比的である。木津用水

では中下流域が河川指定されたことで、土地改良区の排水管理に伴う負担が解消され

たと考えられる。 

 

4.結論 

 以上３点を踏まえると、木津用水の河川指定は農業独占から公共的配分への転換点

になったと考えられる。 
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